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ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
独
立
の
応

否
へ
の
住
民
投

票
は
世
界
に
国

家
と
は
何
か
と
問
い
か
け

た
。
だ
が
、
現
実
の
論
点
は

地
域
と
中
央
と
の
エ
ゴ
の
ぶ

つ
か
り
合
い
に
過
ぎ
な
い
低

次
元
の
も
の
だ
っ
た
。

　

Ｕ
Ｋ
は
民
主
主
義
の
先
進

国
と
し
て
世
界
の
範
で
あ
る

べ
き
だ
と
い
う
強
迫
観
念
か

ら
、
世
界
を
観
客
に
据
え
た

投
票
で
事
を
収
束
さ
せ
た
。

そ
の
次
に
は
静
か
に
国
家
の

あ
り
方
を
議
論
の
遡
上
に
乗

せ
て
ほ
し
い
も
の
だ
。

　

人
間
の
組
織
は
家
庭
か
ら

自
治
体
や
国
家
ま
で
、
仮
想

敵
国
で
も
な
い
限
り
内
部
紛

争
の
種
は
尽
き
な
い
。
デ
マ

ゴ
ギ
ー
、
嫌
が
ら
せ
、
恐

喝
、
挑
発
、
暴
力
な
ど
な
ど

理
性
は
あ
っ
て
も
情
が
な
い

組
織
の
行
動
は
子
ど
も
い
じ

め
よ
り
も
戦
略
的
で
あ
る
。

　

組
織
が
大
き
く
な
れ
ば
な

る
ほ
ど
委
託
さ
れ
た
権
力
が

肥
大
し
た
分
だ
け
凶
悪
化
す

る
。
朝
鮮
半
島
の
南
北
対
立

は
昔
か
ら
周
囲
を
大
国
に
囲

ま
れ
た
小
半
島
国
の
宿
命
の

よ
う
で
、
日
本
は
そ
の
運
命

を
見
守
る
だ
け
の
立
場
だ

が
、
他
の
近
隣
諸
大
国
は
自

国
の
便
益
対
費
用（
Ｂ
／
Ｃ
）

だ
け
を
考
え
て
相
互
牽
制
し

つ
つ
行
動
す
る
の
だ
ろ
う
。

今日の数字

６.９％
　厚労省が発表した2013年度概
算医療費に占める歯科の割合。
減少傾向に歯止めかからず。

基基  
軸軸
危
機
に
瀕
す
る

危
機
に
瀕
す
る

医医  

療
・
介

療
・
介  

護護
❽❽

全
国
保
険
医
団
体
連
合
会　

寺
尾
正
之

全
国
保
険
医
団
体
連
合
会　

寺
尾
正
之

医
療
費
削
減
へ
改
悪
案
続
々

署
名
軸
に
具
体
化
許
さ
な
い
運
動
を

「吹田よっといで祭」

　

基
調
講
演
で
芝
田
英
昭
氏

（
立
教
大
学
教
授
）
は
、
安

倍
政
権
の
社
会
保
障
改
革
を

「
自
助
・
自
立
は
市
場
化
の

口
実
」
で
あ
り
、
政
府
の
関

与
を
縮
小
し
て
社
会
保
障
分

野
を
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
置
き
換

え
る
も
の
だ
と
指
摘
。
健
康

・
医
療
戦
略
は
、
健
康
を
経

済
成
長
の
道
具
と
し
か
捉
え

て
お
ら
ず
、「
医
療
倫
理
の
欠

　

９
・
23
集
会
で
の
戸
井
逸

美
副
理
事
長
の
発
言
要
旨
は

以
下
の
通
り
。◇

　

協
会
が
実
施
し
た
学
校
歯

科
治
療
調
査
で
は
、
歯
科
受

診
の
必
要
な
児
童
・
生
徒
の

半
分
し
か
受
診
し
て
い
な
い

実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

そ
う
し
た
中
で
特
に
口
腔
崩

壊
に
陥
っ
て
い
る
子
ど
も
た

ち
の
多
く
が
経
済
的
に
困
難

な
家
庭
で
あ
り
、
子
ど
も
の

貧
困
が
広
が
っ
て
い
る
。

　

子
ど
も
た
ち
の
貧
困
を
た

ど
れ
ば
、
大
人
の
貧
困
で
あ

り
、
社
会
の
貧
困
に
つ
な
が

っ
て
い
る
と
思
う
。
ま
ず
は

医
療
に
か
か
り
や
す
く
す
る

改
善
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ

に
留
ま
ら
ず
、
格
差
と
貧
困

を
是
正
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

　

私
た
ち
は
、
保
険
で
よ
い

歯
科
医
療
を
求
め
る
連
絡
会

な
ど
で
も
こ
う
し
た
活
動
を

強
め
て
お
り
、
今
後
も
尽
力

し
た
い
。

　

政
府
は
医
療
・
介
護
総
合

法
に
続
く
来
年
以
降
の
医
療

改
悪
案
を
検
討
し
て
い
る
。

そ
の
う
ち
、
国
保
は
２
０
１

７
年
度
末
ま
で
に
財
政
運
営

の
責
任
を
市
町
村
か
ら
都
道

府
県
に
移
管
す
る
計
画
だ
。

府
が
保
険
料
の
収
納
必
要
額

を
算
出
し
、
各
市
町
村
は
割

り
当
て
に
見
合
っ
た
保
険
料

率
を
定
め
る
。
保
険
料
の
収

納
率
目
標
が
下
回
れ
ば
、
一

般
会
計
か
ら
繰
り

入
れ
し
、
府
に
納

め
る
こ
と
に
な

る
。
上
納
額
と
医

療
費
を
リ
ン
ク
さ

せ
る
こ
と
で
、
医

療
費
抑
制
の
実
効
性
を
高
め

る
狙
い
が
あ
る
。

　

国
保
加
入
者
の
う
ち
、
無

職
が
43
％
、
非
正
規
雇
用
が

35
％
に
達
す
る
。
65
歳
以
上

は
３
割
を
超
え
る
。
財
政
が

不
安
定
な
の
は
、
貧
困
と
格

差
社
会
の
矛
盾
が
国
保
に
し

府
県
に
対
し
て
１
年
間
の
支

出
目
標
（
上
限
額
）
を
設
定

さ
せ
る
方
針
だ
。
医
療
費
の

支
出
目
標
を
定
め
、
医
療
費

抑
制
を
強
化
す
る
。

　

「
患
者
申
し
出
療
養
」
で

は
、
患
者
の
自
己
責
任
で
混

合
診
療
を
認
め
る
こ
と
を
打

診
療
と
し
て
広
が
る
可
能
性

の
方
が
現
実
的
だ
。
将
来
的

に
も
保
険
収
載
さ
れ
ず
に
、

保
険
外
に
留
め
置
か
れ
る
危

険
が
あ
る
。

　

ほ
か
に
も
、
①
75
歳
以
上

の
窓
口
負
担
を
原
則
１
割
か

ら
２
割
に
引
き
上
げ
②
入
院

　

厚
労
省
は
２
０
２
５
年
ま

で
に
医
療
・
介
護
費
を
５
兆

円
規
模
で
抑
制
す
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
る
。
政
府
が
給

付
抑
制
と
負
担
増
を
強
化
す

る
目
的
は
、
公
的
保
険
外
に

押
し
出
さ
れ
た
部
分
を
含
め

て
新
た
な
「
産
業
化
」
を
進

わ
寄
せ
さ
れ
て
い
る
か
ら

だ
。
リ
ス
ク
構
造
が
変
わ
ら

な
い
以
上
、
都
道
府
県
に
移

し
た
と
こ
ろ
で
問
題
は
解
消

し
な
い
。

　

さ
ら
に
政
府
は
、
医
療
費

の
低
い
地
域
を
「
標
準
集

団
」
と
位
置
付
け
、
各
都
道

ち
出
し
た
。
現
在
は
先
進
医

療
の
混
合
診
療
承
認
ま
で
６

〜
７
カ
月
を
要
す
る
が
、
６

週
間
で
判
断
す
る
と
い
う
。

審
査
期
間
の
大
幅
短
縮
で
本

当
に
安
全
性
、
有
効
性
が
担

保
で
き
る
の
か
。
そ
れ
ほ
ど

最
先
端
で
な
い
も
の
も
自
由

給
食
の
負
担
引
き
上
げ
③
紹

介
状
無
し
に
大
病
院
受
診
時

の
定
額
自
己
負
担
④
市
販
類

似
医
薬
品
の
保
険
適
用
除
外

⑤
後
発
薬
を
使
用
し
な
い
場

合
の
自
己
負
担
増
⑥
外
来
受

診
時
の
定
額
負
担
―
―
な
ど

枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。

は
、
政
府
が
考
え
る
地
域
医

療
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
、

「
施
設
か
ら
地
域
へ
」「
医

療
か
ら
介
護
へ
」「
介
護
か

ら
市
場
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

へ
」
と
患
者
や
利
用
者
を
制

度
か
ら
追
い
出
す
も
の
だ
と

批
判
。
安
心
で
き
る
医
療
や

介
護
を
求
め
る
声
を
上
げ
よ

う
と
呼
び
か
け
た
。

　

寺
内
順
子
氏
（
大
阪
社
会

保
障
推
進
協
議
会
）
は
、
現

如
だ
」
と
批
判
し
た
。

　

シ
ン
ポ
で
は
、
三
浦
清
春

保
団
連
副
会
長
が
患
者
申
出

療
養
に
つ
い
て
、
安
全
性
も

有
効
性
も
確
保
さ
れ
な
い
保

険
外
の
医
療
が
拡
大
す
る
と

警
鐘
を
鳴
ら
し
、
必
要
な
医

療
は
保
険
導
入
す
べ
き
と
訴

え
た
。

　

林
泰
則
氏
（
日
本
民
主
医

療
機
関
連
合
事
務
局
次
長
）

在
進
め
ら
れ
て
い
る
国
保
の

広
域
化
は
「
国
保
料
が
上
が

る
な
ど
住
民
の
メ
リ
ッ
ト
が

全
く
な
い
」
と
し
て
国
保
は

住
民
の
顔
が
見
え
る
規
模
に

す
べ
き
と
指
摘
し
た
。

　

フ
ロ
ア
か
ら
次
々
と
発
言

が
あ
り
、「
か
つ
て
な
い
規

模
で
社
会
保
障
へ
の
攻
撃
が

か
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
ち
ら

も
か
つ
て
な
い
規
模
で
反
対

運
動
を
」と
声
が
上
が
っ
た
。

（右）『歯科の感染対策』B5判、36㌻、定価1500
円（月刊保団連臨時増刊号）
（左）『メディアに惑わされない食生活』A5判、
48㌻、頒価100円　※保険でよい歯科医療を大阪
連絡会が５月に開いた市民講座の要録。希望者に
50部まで無料配布

加
え
、
今
年
は
専
門
学
校
生

や
大
学
生
ら
も
多
数
受
診
し

た
。
歯
科
医
師
の
感
想
で
は

「
子
ど
も
の
不
正
咬
合
が
多

い
」「
口
腔
状
態
が
全
身
の

健
康
に
影
響
す
る
こ
と
を
認

識
し
て
い
る
人
が
多
い
と
感

じ
た
」
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら

れ
た
。

め
、
市
場
創
出
す
る
こ
と

だ
。
国
民
皆
保
険
の
「
必
要

な
医
療
が
公
的
保
険
で
受
け

ら
れ
る
」
原
則
が
形
骸
化

し
、〝
命
は
財
力
次
第
〞
に

な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

　

医
療
・
介
護
総
合
法
の
実

施
も
、
来
年
以
降
の
医
療
改

悪
案
も
、
た
た
か
い
は
こ
れ

か
ら
だ
。
政
府
へ
の
改
善
要

求
と
共
に
、
都
道
府
県
・
市

町
村
で
の
改
悪
の
具
体
化
を

許
さ
ず
、
押
し
返
し
て
い
く

運
動
が
重
要
に
な
る
。
保
団

連
で
は
、「
新
た
な
患
者
負

担
増
を
や
め
、
窓
口
負
担
の

大
幅
軽
減
を
求
め
る
請
願
」

署
名
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

医
療
大
改
悪
に
反
対
す
る
多

く
の
声
を
結
集
し
、
社
会
保

障
改
善
を
勝
ち
取
り
た
い
。

 

（
お
わ
り
）

　

北
大
阪
地
区
は
９
月
14

日
、「
吹
田
よ
っ
と
い
で

祭
」
会
場
で
歯
科
健
診
を
実

施
し
、
６
３
３
人
が
受
診
し

た
（
写
真
）。
歯
科
医
師
８

人
と
歯
科
衛
生
士
ら
が
出
務

し
た
。
親
子
や
高
齢
者
ら
に

安全・安心の医療安全・安心の医療
めざしシンポ開くめざしシンポ開く

「国民のいのちと安全まもれ」をスローガンに開いた
シンポジウム＝９月23日、東京都内

貧
困
が
口
腔
崩
壊
招
く

戸
井
逸
美
副
理
事
長
が
報
告

北
大
阪
地
区

パ
ン
フ
同
封

歯
科
健
診
に
６
３
３
人

　

中
央
社
会
保
障
推
進
協
議
会
は
、
社
会
保
障
の
解
体
を

狙
う
安
倍
政
権
の
暴
走
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
、
医
療
・
介

護
を
守
ろ
う
と
９
月
23
日
、
東
京
都
内
で
シ
ン
ポ
を
開

き
、
２
２
０
人
が
参
加
し
た
。
協
会
か
ら
辻
本
勝
・
戸
井

逸
美
両
副
理
事
長
、
江
原
豊
理
事
が
参
加
し
た
。

国
民
の
命
守
れ

国
民
の
命
守
れ


